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	１．地域の高等教育機関との連携について
	学長から，資料１により奈良教育大学に，奈良工業高等専門学校，奈良先端科学技術大学院大学も含めた４機関での連携を検討しており，構想内容を見直す必要があるとの説明があった。評議員からは奈良先端科学技術大学院大学との連携は賛成であるが，書面等により意思確認をしっかり行う必要がある，18歳人口減少に直面している中で学生確保のためにニーズ調査や受験生へのアピールをしっかりとやっておく必要がある，本学全体としての将来構想を明確にする必要があるとの意見があった。これらの意見を踏まえ，奈良工業高等専門学校及び...
	２．情報セキュリティ関係規程の改正について
	①国立大学法人奈良女子大学情報システム運用基本方針の一部改正について
	②国立大学法人奈良女子大学情報システム運用基本規程の一部改正について
	③国立大学法人奈良女子大学情報システム運用・管理規程の一部改正について
	④国立大学法人奈良女子大学情報システム利用規程の一部改正について
	⑤国立大学法人奈良女子大学認証基盤利用規程の一部改正について
	⑥国立大学法人奈良女子大学情報システム運用リスク管理規程の一部改正について
	⑦国立大学法人奈良女子大学情報システム非常時行動計画に関する規程の一部改正について
	⑧国立大学法人奈良女子大学情報セキュリティインシデント対応チーム（CSIRT）設置規程の一部改正について
	⑨外部委託における情報セキュリティ対策規程の一部改正について
	１．第２１８回役員会について
	２．国立大学協会通常総会等の報告について
	学長から，資料６－１により６月１２日に開催された国立大学協会通常総会の審議概要について報告があった。引き続き井深理事から，資料６－２により６月１８日に開催された学長・機構長会議の審議概要について報告があり，運営費交付金における重点支援評価の見直しにより，次年度から評価対象経費が機能強化促進分全体に拡充されるため，これまで以上に評価結果が予算額へ影響すること，また，ＫＰＩの設定について大学共通の客観的評価指標が設定されることになるとの説明があった。
	３．卓越大学院プログラムについて
	４．各室等からの報告について
	特になし

